
タ イ 語 文 献 に つ い て (2)

- PhrarachaPhongsawadanKrungKao-

石 井 米 雄

1. 本稿はアユタヤ史の基礎史料中 ((PhrarachaPhongsawadanKrungKao》(アユタヤ王

朝年代記)と称されるものを取上げ,今日入手可能の7種の刊本の各々につき簡単な解説を加

え, これらの ｢年代記｣を利用 しようとする研究者の使に供することを目的とするものであ

る｡

2.1. 今 日までに発見された諸写本の比較研究の結果,｢アユタヤ王朝年代記｣(以下誤解を生

じないかぎり ｢年代記｣と略称する)には,くくChabapyQ》(略述本)と,《Chabapphit-sadan))

(詳述本)の2種が存在 していたことが知られている1)0

2. ｢略述本｣は航海日誌などに比較されることもあるように2), 生起 した事件の簡単な叙

述と,場合によりこれに簡略な説明を加えた編年体の年代記である｡

参考までに ｢略述本｣の一部を以下に訳出しておく｡

◎小歴686年子年,Phra6haoPhanaengChoeng大仏の建立を始めた｡

(夢中歴833年卯年,白象を捕えたO

(9小歴852年成年,MtiangPhichaiの城壁の造築をはじめた｡

一方 ｢詳述本｣は,同じく編年体の体裁をとってはいるが,前者にくらべ叙述ははるかに詳

密である｡G.Coedesは ｢詳述本｣に 《Chroniques))の名を与えている3).

3. ｢略述本｣の原本は小歴 1042年 (1680年)ナライ王 (SomdetPhra NaraiMaharat,

1657-1688)の命により編.纂されたもので, 今日 《LuangPrasoet》本および 《トンブリ-王

室本》の二種の残簡本により伝えられている｡ ｢詳述本｣が1350年のアユタヤ美都に筆を起こ

しているのに対 し ｢略述本｣は,さらに26年を湖って小歴 686年 (1324年)の大仏建立に触れ

ている点が注目される｡現存の写本では小歴 966年辰年 (1604年)までの叙述 しかないので,

おそらくこれに続 く第 2巻を有 していたと推定される原本がどこまでの叙述を行なっていたか

は不明である｡

1) 《chabapyQ》は1etypebref(Schweisguth),1etypeconcis(Coed色S)などと訳され,《chabap
pit-sadan))(<vistd-ra)は letyped6tai116(Schweisguth),1etypeddvelopfX;(Coed占S)と訳さ
れている｡
2) P.Schweisguth,Eludesurlalittdraturesiamoise.Paris,1951.p.107.
3) G.Coed色S,ttUnerecensionpaliedesAnnalesd'Ayuthya".BEFEO,14.p.1.
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4. ｢詳述本｣の原本は 《小歴1136年本》と呼ばれる残簡本によってわずかにその原型をう

かがうことが出来るに止まる｡《小歴1136年本》は,いわゆる 《Banphanaek》と呼ばれる序の

部分を欠くので,原本の編纂の由来および成立の年代を推定する手がかりがないが,ダムロン

親王 (Krom PhrayaDamrongRachanuphap)は残簡本の文体を比較研究 した結果,本書の成

立につき, ボロマコー ト王 (SomdetPhraehaoBoromakot,1733-1758)の勅令により編纂

されたものであろうとの推定を下 している4)｡

3. 上にのべた ｢年代記｣の原本および写本は,1767年のビルマ軍によるアユタヤ攻撃の際ほ

とんどが散逸 してしまったものと思われる｡

トンブリ-王朝 (1767-1782)に入ってからこれらの散逸 した ｢年代記｣の収集に努力が払

われた. ｢略述本｣については ｢トンブリ-王室本｣ (ChabapLuang khQng Phra ehao

KrungThonburi)が1912年に発見されており,また ｢詳述本｣については同じく ｢王室本｣す

なわち ｢小歴1136年本｣の一部が発見されていることは トンブリ一時代に ｢年代記｣復旧の事

業が行なわれていたことを証拠立てるものであるといえよう｡しかしトンブリ一時代にこれら

の ｢年代記｣の校訂事業がどの程度行なわれたかについては今後の研究にまたねばならない

が,少なくとも ｢略述本｣に関するかぎり, ｢LuangPrasoet本｣と ｢トンブリー王室本｣の

2本がほとんど完全に一致するところから校訂事業は行なわれなかったのではないかとの見方

が行なわれている｡ ｢詳述本｣についても古写本の再横にとどまり,実質的な加筆訂正はほと

んど行なわれなかったものと考えられている5)0

4.1. ラタナコーシン朝 (1782-)に入るとまず 初代の ラーマ1世王 SomdetPhraphuttha

YQtfaehulalok(1782-1809)の時,勅命による ｢詳述本｣の枚訂6'が行なわれている｡校訂

者は PrinceMah台su6nlntharam色t7),校訂本の成立は小歴 1157年 (1795年)とされており,

《Phanとhanthanumat本》22巻として今日に伝えられている｡

2. その後ラーマ3世の治世においてパラマヌチット親王 (SomdetPhra Paramanuchit

Chinorot,1790-1853),による ｢年代記｣の校訂が行なわれた｡校訂本は ｢SomdetPhraPara-

manuchit本｣と呼ばれ,後に米人宣教師プラドレ-博士 (D.B.Bradley)が, ラーマ4世モ

ンクット王の援助を得て印刷出版 した.出版者の名を冠して ｢プラドレー博士本 (ChabapMQ

Bratle)｣と呼ばれているが,二冊本として刊行されたので｢二冊本 (ChabapPhimsongLen)｣

4) Krom PhrayaDamrongRachanuphap,KhamNam,PrachumPhongsawadanPhakthi4.
Bangkok,B.E.2458(1915/16).iii.
5) ibid.,iv～Ⅴ.
6) 年代記の著述に閑し2種の用語法を区別する必要がある｡そのひとつは《taeng》で,伝承の諸史料
を材料として新たに歴史記述を行なうこと｡もうひとつとは《chamra》で,これは((校訂》(bcarbeiten:
Wcnk)を意味する.
7) この princeの名はCoedbs,Petithugueninの両学者によってあげられているが, 筆者はこれを
タイ語文献で確認出来なかった｡名前の翻字はCoedbsそれにしたがった｡(Coedbs,op･cit･,p･2;
P.Petithuguenin,ttNotescritiquespourservirえ1'histoireduSiam"BEFEO16･1916･p･5)
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という名も広く知られている｡本校訂本の校訂者およびその成立の時期については最近タイ人

の学者から異説が出されているが,これについては後述する｡(p.21f.参照)

3. ラーマ4世,モンクット王 (SomdetPhraChQm Klau,1851-1868)は Krom Luang

Wongsathiratsanitに命じて ｢年代記｣詳述本の校訂を行なわしめたが,後自らこれに朱を加

え,ここにいわゆる ｢衡親筆本 (ChabapPhrarachaHatthalekha)｣が成立した｡

以上が ｢アユタヤ王朝年代記｣の成立史の大要である｡とれらの諸本はその大半がすでに印

刷出版されている｡ 初版はいずれもいわゆる Nangsb ehaek8)として上梓されたものであっ

て入手はやや困難であるが,なかには一般の市販本として既に版を重ね,入手の容易なものも

ある｡以下 ｢年代記｣の刊本のそれぞれにつき逐一説明を加えて行くこととしたい｡

5. ((PhrarachaPhongsawadanKrungKaoChabaPLuang PrasoetAksonnit))(ルアン

ダ ･プラサー ト本)｡初版 :仏歴2450年 (1907/8)｡ 改訂版 :仏歴2457年 (1914/15)その後各

種の版あり｡ 本書は チュラロンコン王 (Somdetehunla ChQm Klau,1868-1910) の廷臣

LuangPrasoetAksQnnitのちの phraPariyatthammathada(PhaeParien)が某民家で発見

した写本を 1907年6月19日ワチラヤン文庫 (のちの国立図書館)に寄贈したもので,今日発

見者の名を冠 して ((ChabapLuangPrasoetAksQnnit》または簡単に ((ChabapLuangPrasoet》

(ルアング ･プラサー ト本)と呼びならわされている9)｡ 発見された写本は黒色の紙に黄文字

で筆写されたいわゆる SamutDam で,書体から推定してアユタヤ末期乃至ラタナコ-シン

初期の写本であるとされている｡ルアンダ ･プラサー ト本は雨にあたり文字の消失 した個所が

多いのが難とされていたが,1912年さらに同一の内容をもつ1774年の写本 ((ChabapkhQng

phraehaoKrungThonburi)))トンブリ-王室本)を得て前者の不備の個所を補い新たに校訂

本が作成され 2年後の 1914年, ｢タイ史料集成 (Prachum Phongsawadan)の第 1巻に収録

されて出版された｡

本書は上述 した ｢略述本｣の代表とされるもので,記述はきわめて簡潔であるが,現存する

｢年代記｣中最古層に属するものであること,記載する年代の正確なること等をもってアユタ

ヤ史料中最重要文献の一に数えられている｡本書の発見によって,それまで孤立していたタイ

史がようや く近隣諸国史と結合するに至ったといわれている｡(Wood)

Banphanaek(序文)の叙述よりして, 原本の成立は 小歴 1042年 (1680), SomdetPhra

NaraiMaharatの勅命により編纂されたものと考えられる｡ .

本文は小歴686年 (1324年)の PhanaengChoen大仏の建立に筆をおこし,アユタヤ莫都を

経て小歴 966年 (1604年)までの出来事を年代順に簡潔に叙述 しているが,原本はおそらく2

8) Nangstiehaekについては,拙稿 .･ ｢タイ語文献について(1)｣『東南アジア研究』第4号,1964,
pp.2-12参照0

9) 1907年写本の発見と年を同じうして初版が上梓された｡
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冊本で,本写本を第 1巻としこれにつづく第2巻があったものと推定されている｡

OttoFrankfurterによる英訳 ttEventsinAyuddhyafrom Chulasakaraj686-966''(′∫∫

Vol.ⅤⅠ,pt.3.1909)があるがこの英訳の利用には W.A.氏.Woodによる批判的解説 ttThe

PongsawadanofLuangPras6t"(JSSXIX,pt.3,1925)を併読することがのぞましい.

刊本としては次のいずれかが入手に便利である｡

(1)PrachumPhongsawadanPhakthi1.B.E.2457(1914)以後何回か Nangs血ehaek

として刊行されている｡ (バンコック在住者であれば王宮前広場 (Sanam Luang)の街頭

古書店で簡単に入手できよう｡)

(2)KhamHalKanChaoKrungKao,Kham HalKanKhunLuangHaWaflae

PhrarachaPhongsawadanKaoChabaPLuangPrasoetAksonnit.KhlangWitthaya

(｢ルアンダ･プラサー ト本の刊本の一部｣)
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(｢小歴1136年本｣の刊本の一部)

Press,Bangkok,1964.472pp.

6.《PhrarachaPhongsawadanKhwamKaoChababehunlasakaratl136》(小歴1136年

本).PrachumPhongsawadanPhakthi4.Bangkok,仏歴2458年 (1915/16)pp.1-20.

1911年 ChaoPhrayaNararatanarachamanitの子 NaiSathienRaksa(氏()ngKaeo)がワ

チラヤン文庫に寄贈 した小歴1136年 (1774年)本は,諸本との比較研究の結果,その文体から

アユタヤ時代に編纂された ｢年代記｣詳述本の トンブリ一時代の写本の残簡であると推定され

た｡第 3巻ただ1巻を得たのみであるためこれをもって失われた原本の全貌をうかがうことは

困難であるが,ダムロン親王は本書を,アユタヤ後期において文筆大いに盛え数多くの文芸作

品を後世に遺したボロマコー ト (SomdetPhraBoromakot,1733-1759)王時代に成立 したも

のと推定 している｡
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発見された写本の文体はさきの 《LuangPrasoet本 》にも匹敵する程 archaicであるが,

叙述は略述本よりもはるかに詳細で, ｢詳述本｣の原型をほうふつさせるに足る内容をもって

いる｡現存の第3巻はマ-ー ･チャクラパット王 (SomdetPhra Mahaehakraphat,1549-

1569)の治世の末期の叙述が主たる内容をなす｡

仏歴2458(1915/16)年に ｢タイ史料集成｣第4巻に集録され Nangs血ehaekとして上木さ

れて以来発行されていない模様で, ｢タイ史料集成｣全77巻の中でも入手 しにくい部類に属し

ている｡市販本として印刷されたことがないので利用者は上記の ｢史料集成｣第4巻について

見る以外今のところ方法はない｡

7.((PhrarachaPhongsawadanChab(ゆChunlasakaratl145》(小歴1145年本). 未刊｡

小歴1145年 (1783)すなわちラタナコーシン朝のごく初期の写本の一部が今日国立図書館に

(｢バンチャンタヌマート本｣の刊本の一部)
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(｢2冊本｣の刊本の一部)
L ー

所蔵されているO発見された写本は2巻で,1巻は SomdetPhraMahaehakkraphat(1549

-1569)の治世を,また他の1巻は SomdetPhra MahaThammaracha(1569-1590)を扱

っているといわれるが未公刊であるため詳細は不明である｡

8. ((PhongsawadanKrungSiAyutthayaChabaPPhanChanthanumat(Choem)))(パ

ンチャンタヌマー ト本)0

Prachum PhongsawadanPhakthi64Bangkok,仏歴2479(1936/7)初版｡仏歴 2503

(1960)の版の pp.1-313 (ただし KmngKaoの部分のみ)

これはラーマ一世の命により1795年作成された ｢年 代 記｣詳述本の校訂本である｡ Phan

ehanthanumatなる人物と本書との 関係は害かでない. CoedとS によれば枚訂者は Prince

Mah台su色nlnth畠rametであるというが,刊本のテキストの冒頭の Banphanaekにも校訂者の
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名は示されておらず,典接は不明である｡先学の御教示を乞う次第である｡

22巻の写本として発見されたものであるが完本ではなく途中に不備の巻を含む｡内容は小歴

712年 (1350)のアユタヤ美都に始まり,仏歴2321(1778)年すなわちトンブリー王朝の末期

までの出来事を詳述したものである｡

本書はアユタヤ朝の部分と,トンブリ-朝の2部に分けて, ｢タイ史料集成｣の欝64巻およ

び第65巻として上梓されたはかには,市販本として未だ刊行されていない｡かなり大部 (2部

あわせて460貢余)であることもあってか,しばらくNangsBehaekとしても出版されること

がなく利用者は不便を感じていたが,1960年に全く別人の葬儀の引出物として,それぞれ第64

巻,第65巻が印刷頒布され入手が容易になった｡ 前記の Sanam Luangで簡単に入手できよ
i=
つ｡

(｢プラチャクラパディボン本｣の刊本の一部)

■l
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(｢御親筆本｣の刊本の一部)

9･((PhrarachaPhongsawadanChabaPPhimsongLem))(2冊本)o Vol.1,1863.336

pp.Vol.21864,406pp.

ラーマ三世王が Krom Phra ParamanuchitChinorotに命じて作成 したといわれる詳述本

の校訂本｡1865年に米人宣教師プラドレ-博士がモンクット王の援助を得て印刷に付 し,それ

ぞれ1863年及び1864年に発行された｡

本書は ｢詳述本｣の部類に属する｡本文の内容は1350年のアユタヤ美都から始まり,ラタナ

コ～シン時代初期すなわち小歴1154年 (1792)までで終わっている.

上述のとおり,本書はパラマヌチット親王の校訂によるものであると長らく信 じられて釆た

が,最近タイ人の学者でこれに疑義をさし狭む向きがあらわれている｡すなわち1962年に刊行

された本書の市販本に寄せた ｢芸術局｣の序文は明瞭に Krom PhraParamanuchitを本書の
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校訂者として否定し,同親王の師 phraChetphon寺院の phraPhanarat僧正こそ校訂者で

あると断じ, 書名として 《ChabapSomdetPhraPhanaratWatPhraCbetpbon》(チエート

ボン寺パナラット僧正本)なる新しい名を用いることを提唱している｡

｢2冊本｣は古書としても希親木の部類に属し入手し難いが,アユタヤ朝の部分のみを印刷
した市版本(上述のもの)が現われ利用が便利になった｡ (PhrarachaPhongsawadanKrung

SiAyutthGyaChGb(ゆ SomdetPhraPhanaratWafPhraChetPhon.KhlangWitthaya

Press:Bangkok,1962.655pp.)

10.《PhrarachaPhongsawadanKrmgKaoChab(ゆphraChakraPhadiPhong》(Chat)

(プラチャクラパデイボン本)Bangkok,仏歴2502｡398pp.

原本は ｢月多尿菓｣17束 (phuk).1908年 Naiehitが父 phraehakraphadiphongの記念

(｢大英博物館本｣の刊本の一部)
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としてワチラヤン文庫に寄贈したものである.一見前述の ｢2冊本｣と同一の内容をもつかに

見えるが,ナライ王の治世の部分は ｢2冊本｣と全く趣を異にし,別途に筆を起こしたものと

推定される｡かつてこの部分のみを取出し ｢タイ史料集成｣第8巻に集録刊行されたことがあ

るが (PrachumPhongsawadanPhakthia Bangkok,仏歴2460(1917)0pp.67-85)最近

に至り Nangsd ehaekとして完本が出版されたO (PhrarachaPhongawadanKrung Si

AyutthayaChabaPPhraChakraPhadiPhong(Chat).仏歴 2502(1959)0398pp.)この新版

ではその後の比較研究の結果従来漠然と ｢2冊本｣と同一と信 じられていた部分にもわずかな

がら異同があることを発見 したとし,これをすべて脚注で指摘 しており対照に便利である｡小

歴 712年寅第 2年 (1350)から小歴1089年末第4年 (1727)に及んでいるn

ll. ((PhrarachaPhongawadanChabaPPhrarachaHatihalekha》初版:仏歴2455年(1912)0

ラーマ4世モンクット王は1855年 Krom LuangWongsathiratisanitに命じて ｢年代記｣諸

本の比較校合を行なわしめ,その結果出来上った校訂本に王自ら筆を加えた｡かくして成立 し

た校訂本が世にいう ｢御親筆本｣である｡仏歴2455年 (1912)SomdetehaoFaKromPhraya

Phanuphanthuwong Woradetによりはじめて3冊本として刊行された｡ ｢御親筆本｣の原本

は国立図書館に22冊を所蔵するのみであったが, 御親筆本と同一の 内容をもつ写本 ｢Krom

LuangMahisawarin本｣42巻が完全な形で発見されている｡1350年のアユタヤ美都から始ま

って小歴1152年 (1790年)をもって巻をとじている｡仏歴2457年以降上梓された刊本には巻頭

にダムロン親王の論文 2篇が収録されている｡ 第 1の論文は ttTamnan Nangsも phraracha

Phongsawadan"(史蕉解題)で,タイ史の研究者の徴すべき文献をとりあげ,批判的解説を加

えており,タイ史の研究を志す者の第一に読むべき論文といえよう｡ 0.Frankfurterによる

英訳がある.第 2の論文は ttAthibaiHetkanmdakenSangkrungSiAyutthaya''(アユタ

ヤ前史)である｡ (以上いずれも′∫∫に掲載されたものであるが, ダムロン親王の100年記

念祭に際し発行された ｢英語論文集｣にまとめて収録されているO(PrinceDamrong,Misc-

ellaneousArticles.Bangkok,1962.124+XXXIII)

12. くくphrarachaPhongsau)adamKrungSayamcyhakTonChabaPthiPenSombatkhQng

BrititMiusiam Krung LQndgn》(｢大英博物館本｣又は ｢J.H.Hayes本｣)Bangkok;Kau

NaPress仏歴2507年 (1964)0iv十743.

1958年タイ史に関する文献渉猟のため欧米を旅行中のタイの歴史学者 NaiKhaehQnSukha･

phanit(Na主KachornSukhabanij)は大英博物館において洋級のタイ語写本30巻を発見 した｡

この写本は1948年 5月31日J.HurstHayesEsq.なる人物が同博物館に寄贈 した写本であった｡

NaiKhaehQnは直ちにこれらの写本を マイクロフィルム に納めてバンコック-送った. ｢芸

術局｣においてこれを検討したところタイ史研究のための有益な資料であることが判明し,

1964年 2月,この全巻がバンコックの ttKauNaPress"から発行されることとなった｡
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本書の内容についてみるに, まず冒頭の部分に PhongsawadanNuvaを想起させる叙述が

あるが,アユタヤ美都以後の叙述は ｢2冊本｣と軌を一にした内容である｡1784年,ラーマ1

世の治世第3年で潤筆している｡

発見されたこの写本は洋綴であるが,途中各所に ｢第何巻了｣の文字が挿入されている点か

らみると,これらは何らかの SamutThai(タイ式の模型折本)から筆写したものであろうと

想像される｡

本写本のひとつの特徴とされる点は,年 ･月 ･日等の文字のみ書かれていて,数字を入れる

べき空白がそのまま残されている点である｡これはおそらく ｢年代記｣の校訂に際し,日付の

検討を行ない確実な数字を得ぬまま放置されたものと推定される｡

今回出版された刊本は, ｢2冊本｣および ｢パンチャンタヌマー ト本｣と異なる場合にはそ

の異本の文言を脚注に加えてあり便利である｡
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